























らびに八十三歳を迎えた玉枝の回想録『さくら 木蔭』などから知られ（注２） 、かつて拙稿でもふ た とがあるが（注３） 、玉枝は安政五年（一八五八）四月二十八日に花蹊の父重敬の弟勝造の三女として出生、昭和十七年（一九四三）八月七日没、数え歳八十六歳。天保十一年（一八四○）四月九日生まれの花蹊とは、ちょうど十八年若い従姉妹になる。玉枝は上野の戦争に趣いた父の事情により京都に移り住み、花蹊の許に身を寄せて絵と書を学び にともない姉小路良子との交流にも恵ま る。宮崎玉緒と 出会いにより桜の画家として活躍、皇室からも登用される。その後諸氏に師事 、女学校などで絵画の教鞭を執り（注４） 、私塾精華会を主催した。　
この祝賀会も、その門下生を中心として挙行されたものである。この時、玉枝はすでに還暦をこえているはずであるが、日記の










































枝の桜画で、先に掲げた桜画の師である宮崎玉緒の作品に続き、各氏に所蔵される玉枝の作品を掲載する。さらに門人岡野花子による玉枝略年譜があり、そこには玉枝が明治元年（一八六八） 花蹊に就き四條派の絵を学び、のちに長谷川玉峰門下 入り写生画を研究、同六年 （一 八七三） 宮崎玉緒に就いて桜花の描法を学び、 同十年 （一 八七七） に望月玉泉に学んだことが記される。 さらに、 同十九年 （一 八八六）八月に京都府高等女学校教師を辞して東京に移り住み、神田区今川小路に私塾を開き、同二十二年（一八八九）に日本美術協会展覧会に宮中賜題の桜花啼鶯図を出品、 れが宮内省御用品となり皇后行啓の際に選ばれて御前揮毫の栄を賜り、以後、皇后皇太后の御前揮毫や富美宮泰宮の御用掛などをつとめたことも記されている。一書の末尾には、玉枝 自筆文章と「爪紅桜」をはじめとする玉枝の調査による桜花目録がおさめられている。 の記すところによれば、 『みくにの花の香』は、皇室をはじめとする多くのもとめに応じて描いた桜画のなかから選んだ作品を写真 し この日の引き出物として配られた書物である（注７） 。そのなか 、前日に詠まれた花蹊の和歌と思われる書が掲載されている（写真１） 。　
このあとに、跡見女学校の二代目校長である跡見李子をはじめ諸氏による祝いの和歌の書が続いている。
































拶から、祝辞とな 続いて食事 なった。馬場鍈一はこの時、法制局におり二年後の大正十一年（一九二二）に法制局長官となった人ではないかと考えられる。東京帝国大学法科大学卒業後大蔵省入省、祝賀会当時は法制局に移り、後に高橋是清の後任として大蔵大臣と った馬場鍈 がいる。 『読売新聞』 正九年三月二十八日朝刊に「新法学博士は全く官吏側独占」という見出しで報じら た、 日に当選した十 名の一人である。官僚出身の外部者を発起人の代表に頂いて、玉枝の私的な祝賀会に、公的な彩りも加わる。諸氏による挨拶は 日記の「種
演舌ありて午餐会済て」と見合う会次第である。祝賀会は同時に桜画会を兼ねる。
日記に「桜花画全部陳列」にある お 会場では桜画の展示をおこない、桜の研究で知られる三好 氏の講演があり、三時閉会となったようである。　
外部の官僚出身者を代表とする発起人たちにより、陸軍の施設である偕行社を場として挙行された祝賀会は盛大で、同時開催の
桜画会には桜 画家玉枝の絵画百八点が披露され、 『桜』 で知られる理学博士三好学による講演は玉枝の高い評価を裏づける （注５） 。こ 還暦祝賀会兼桜 会は、桜の 家玉枝 押 も押されもせぬ地位と名声 知らしめる場であ 。　
日記の「漸十一時に」と う記述は、 花蹊が風邪気味で不調であったにもかかわらず、 開会の定刻に間にあったことを表している。



































『さくらの木蔭』には、この日本工業倶楽部での喜寿の賀宴のあと、四月十七日から一週間白木屋屋上で喜寿記念桜花展覧会を精華会が主催し、 次いで二十三日には日比谷公園松本楼において開かれた桜会席上で三好学の厚意で喜寿祝賀会が催されたとある（注８） 。さらに、二年後の昭和十一年一月二十七日の『東京朝日新聞』朝刊には、 「跡見玉枝女史の喜び
　
精華画塾五十周年記念画会」の記事が掲載され、





出しで、八十歳を迎えた玉枝が弟子たちの祝いの申し出を断り、その費用で花を描き病院の傷兵を慰めたという記事を掲載す 。時勢を鑑み、門弟たちの申し出を断り祝い ふさわしくないと玉枝本人が傘寿の祝賀 辞退し、代わりにその費用で病院 傷兵を慰める。桜画は傷兵への慰問品と代わっ 。この時代に桜を愛して生きた画家の なりゆきというべきであろう。玉枝の桜も、時代の潮流とは無縁ではあり得なかった。 三、延期された祝賀会　
玉枝の還暦祝賀会を記す花蹊の記述は、この日記としてはかなり詳しい。そして、花蹊の慶びが手に取るように伝わってくる。 『跡見














　「昨年丁度還暦に相当し祝賀会を挙行する筈のところを都合で延期した」とある。満年齢でも優に還暦を過ぎての祝賀会開催は、実は日程 延期によ ものであった。前年には、花蹊八十の賀や竹田宮の亡くなったことなどが見出せるが、現段階で中止理由の特定には至らない。詳細な事情は不明ながらも、 一年遅れで漸く開催された誇らしい従妹画家玉枝の祝賀会であれば 花蹊 待ちに待った晴れの場に是非 も出席したいと願い、その慶びがひとしおであるのも納得されよう。　日記に書きとどめられているのは、 一年の延期を経て、漸く盛大に挙行された祝賀会に体調不良をおし 定刻どおりに出席できた花蹊
のひとかたならぬ慶びである。 桜 画家玉枝の高い評価を、 花蹊は門弟や来賓によるこの催しによって改めて確信し、 そのほとばしる慶びが、ことばを惜しまず心情をした め 記述をもたらした。　
このあとの玉枝の算賀をたどると、花蹊没後の昭和九年四月八日に喜寿祝賀会が開催 ている。翌九日の『東京朝日新聞』朝刊
は次 ような記事があ 。
（附記）　
資料の読みについて、横田恭三教授のご教示を賜った。
　
感謝申し上げる。
注８
　
注２の同文献参照。
